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医療管理講習会
日時：7月4日（水）19：30から
場所：岩歯事務所
医療管理調査部 三嶋直之理事による医療管理講習会が行われた。7〜8月に行われる医療監視を前に、資料、掲示物、マニュアル、点検簿、健康診断、院内研修の必要項目などの再確認を行い、医療広告のルール、放射線管理、廃棄物の管理、院内感染防止、医薬品管理、医療機器の安全使用、個人情報保護、医療従事者の義務など、非常に多岐に渡る説明があった。ひと昔前と比較すると非常に内容が多くなったと思われる。『歯科に生きる』や日歯生涯研修セミナー、道歯ホームページも用い、あるいは院内掲示物がダウンロードできるサイトの紹介などもあり、受講者は“おなかいっぱい”で帰宅したようだ。
（久恒泰宏）


野球部打上げ
　日時：7月5日（木）19：30から
　場所：岩見沢市内飲食店 『俵』
[bookmark: _GoBack]　今年の野球大会の慰労会を９名の参加で行った。前田、宗山、加藤泰といった若手メンバーも出席し、50代の中年選手６名に交じり、今大会の感想や反省、来年に向けての意気込みや対策など、忌憚なく色々話してくれた。谷本監督は打力も走塁も守備も実力不足だが、一番足りないのは“人”だと真顔で挨拶した。つまり今年もまた怪我人が続出したのである。出席した中年６名は全員どこか大会中に怪我を負い全力で走れない者ばかりで、谷本監督に至っては準決勝の最終打席に右足の肉離れのためライトゴロに終わっている。来年は怪我をしない体づくりから始めなければならないと力説しておいたが、恐らくまた気が付いた時にはどっぷりシーズン入りしているのではないかと既に懸念している。（久恒泰宏）

